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N
o.

3 
C

ho
n-

A
ry

m
 R

iv
er

 B
ri

dg
e 

25
6K

+
90

0 

                        

本
橋
は
、

19
72

年
に
旧
橋
側
が

20
01

年
に
拡
幅
部
が
建
設
さ
れ
た

R
C
桁
で
旧
橋

側
支
間
長

14
m
、
拡
幅
部
支
間
長

15
m
、
幅

員
10

m
＋
両
歩
道
の
橋
梁
で
あ
る
。

  
ト
ク
ト
グ
ル
側
か
ら
ビ
シ
ュ
ケ
ク
方
面
を
望

む
。

 

 

A
1
橋
台
 
左

側
が
旧
橋
側
、
右
側
が
拡
幅
部
新
設
側
で

50
cm

程
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

し
て
い
る

。
旧
橋
側

に
は

洪
水
時
の
岩
や
石

に
よ
る
摩

耗
が
み
ら
れ
る
。

 

旧
橋

G
1
桁
の

A
2
側
下
フ
ラ
ン
ジ
に
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
及
び
一
部
鉄
筋
露
出
が
見
ら

れ
た
。

(3
0c

m
ｘ

15
cm

ｘ
5c

m
) 

 

主
桁
上
フ
ラ
ン
ジ
に
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が

数
カ
所
に
わ
た
り
発
生
し
て
い
た

。
 



 

 

B1-19 

                         

拡
幅
側
の
新
し
い
方
の

T
桁
の

G
1
桁
に
数
カ
所
に
わ
た
り
写
真
の
よ
う
な
せ
ん
断

ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
し
て
い
た
。

支
承
は
鋼
板
プ
レ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
腐
食
し
て
お
り
再
塗
装
が
必
要
。
加

え
て
、
支
承
周
り
は
土
砂
が
多
く
湿
気
が
多
い
の
で
清
掃
が
必
要
。

 

 

排
水
管
に
は
鋼
管
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
既
に
腐
食
し
て
お
り
、
塗
装
が
必
要
。

 

 

G
5
桁
側
床
版
張
り
出

し
部
先
端
に
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が
見
ら
れ
た
。
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旧
橋
と
拡
幅
部
の
接
続
部
構
造
。
支
間
長
は

異
な
る
が
剛
結
さ
れ
て
い
る
。

 

G
2
桁
上
フ
ラ
ン
ジ
部
で
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が
見
ら
れ
、
漏
水
も
確
認
さ
れ
た
。

 

 

A
2
橋
台
に
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

24
.6

M
P

a
で
十
分
な

強
度
を
確
認
し
た
。

 

 

           



 

 

B1-21 

 

点
検

者
名

3
月

/
　

1
8
　

日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
■

可
□

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)
(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

の
終

点
側

の
舗

装
に

ひ
び

割
れ

 
 

 
＊

　
橋

梁
が

拡
大

さ
れ

て
い

ま
す

。
（

Ｒ
Ｃ

桁
三

本
追

加
）

＊
　

Ａ
２

橋
台

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

剥
落

し
て

い
る

□
鉄

筋
腐

食
＊

　
旧

橋
に

横
桁

が
あ

り
（

5
本

）
□

鉄
筋

露
出

＊
　

Ａ
２

の
上

流
側

の
歩

道
部

の
下

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

剥
落

し
て

い
る

＊
　

Ａ
２

橋
脚

の
下

部
補

修
跡

あ
り

□
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

＊
　

配
水

管
あ

り

□
変

形
/
座

屈

□
異

常
振

動
  

  
  

  
  

  
  

1
5
.0

0
0

2
0
0

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

  
 

■
H
o
n
e
y
c
o
m
b

□
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

■
鋼

製
 
□

ゴ
ム

製
 

ビ
シ

ケ
ク

□
機

能
し

て
い

な
い

■
腐

食

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷
2
1
5

 
  

  
  

  
  

  
  

1
4
.0

0
0

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
伸

縮
装

置

□
変

位

□
回

転
旧

橋
 (
桁

5
本

)
新

橋
(桁

3
本

2
0
0
0
年

式
.)

□
傾

斜

■
摩

耗
□

沈
下

□
鉄

筋
露

出
□

高
さ

の
目

違
い

　

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
道

幅
員

＝
　

　
　

(
1
0
.
0
1
　

)
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/

S
ta

. 
K

m
+

2
5

6
+

9
0

0
　

 
 
N
o
.
3
 
C
h
o
n
-
A
r
y
m

r
v
 
完

成
年

(1
97

2
年

,拡
幅

部
2

0
0

1
年

）

□
腐

食

橋
梁

名

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
0
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

1
1
.
6
6
　

　
　

)
m

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

□
ひ

び
割

れ

支
承

橋
梁

振
動

橋
長

又
は

支
間

長
＝

(
　

1
4
,
 
1
5
)
m

□
剥

落

■
漏

水

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
漏

水

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
剥

落

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

フ
ー

チ
ン

グ

法
面

保
護

工

10.010 900750

330

5
0
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* * * *

P
ag

e
1

25
6+

90
0

S
pa

n
1
4
, 
1
5
 m

G
 N

o.
　

=
1,

2,
3

D
ef

ec
t 

=
N

o.
3

橋
梁

名
ス

ポ
ー

リ
ン

グ
他

G
3

150 700

B
is

hk
ek

700

km
+

m

700

C
ho

n-
A

ry
m

 R
iv

er

S
pa

n 
=

 1
4.

0 
m

L
en

gt
h 

=
 1

4.
1 

m

S
pa

n 
=

 1
4.

0 
m

L
en

gt
h 

=
 1

4.
1 

m

G
2

150

S
pa

n 
=

 1
4.

0 
m

L
en

gt
h 

=
 1

4.
1 

m

700

G
1

150 700

鉄
筋

露
出

あ
り

。
（

30
cm

x1
4c

m

遊
離

石
灰

あ
り

。

遊
離

石
灰

あ
り

 (
横

桁
)

遊
離

石
灰

あ
り

。

Ｒ
Ｃ

主
桁

8本

700
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*

 
*

B
is

hk
ek

N
o.

3
G

 N
o.

　
=

S
pa

n
=

14
.1

, 1
5.

1
1
4
, 
1
5
 m

橋
梁

名
C

ho
n-

A
ry

m
 R

iv
er

km
+

m
25

6+
90

0
2

4,
5,

6,
7,

8
D

ef
ec

t 
=

S
pa

lli
ng

700

S
pa

n 
=

 1
5.

1 
m

L
en

gt
h 

=
 1

5 
m

P
ag

e

遊
離

石
灰

あ
り

。

遊
離

石
灰

あ
り

。

700 700 150700 700 150700

G
6,

7,
8

150

S
pa

n 
=

 1
4.

0 
m

L
en

gt
h 

=
 1

4.
1 

m

S
pa

n 
=

 1
4.

0 
m

L
en

gt
h 

=
 1

4.
1 

m

G
5

G
4
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁 横桁 A2橋台 橋脚

水平(H) 下向き(V)

　 h 　

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 35
2 24
3 30
4 30
5 34
6 31
7 33
8 34
9 32

10 37
11 36
12 34
13 32
14 26
15 40
16 39
17 40
18 28
19 38
20 36

平均R 0 0 33.45 0
　F = 　 　 24.6 　

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2（for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2（for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No 3 Chon-Arym STA. No.256+900
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N
o.

4 
C

hi
ch

ka
n 
Ⅲ

 B
ri

dg
e 

26
4K

+
30

0 

                        

本
橋
は

P
C
単
純
桁
橋
で
支
間
長

32
.5

m
幅
員

10
m
。

19
64

年
完
成
で
約

46
年
間

供
用
し
て
い
る
。

 

ビ
シ
ュ
ケ
ク
方
面
よ
り
ト
ク
ト
グ
ル
を
望
む

方
向
の
橋
梁
上
面

 

伸
縮

目
地
部

の
オ
ー

バ
ー
レ

イ
さ

れ
た

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

に
ク

ラ
ッ

ク
が

生
じ

て
い

る
。

走
行
性

を
著
し

く
悪
く

す
る

ほ
ど

で
は

な
く

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

目
地

材
を

ク
ラ

ッ
ク

部
に

再
度
充

填
す
る

こ
と
が

望
ま

し
い

。
こ

れ
以

上
悪

化
す

る
場

合
は

ア
ス

フ
ァ

ル
テ

ッ
ク
プ
ラ
グ
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
の
埋
設
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
採
用
が
望
ま
し
い
。

 

 

A
2
側

よ
り

約
6m

位
置

の
舗

装
ポ

ッ
ト

ホ
ー

ル
。長

さ
10

0c
m

x
幅

45
cm

x
深

さ
8c

m
。

均
し
コ
ン

ク
リ
ー

ト
上
面

も
損

傷
し

て
金

網
鉄

筋
も

一
部

露
出

し
て

い
る

。
中

央
線

上

に
他
の
ポ

ッ
ト
ホ

ー
ル
と

と
も

に
並

ん
で

お
り

、
本

橋
の

位
置

が
S
字

カ
ー

ブ
の

途
中

に
あ
る
こ

と
か
ら

タ
イ

ヤ
走

行
回

数
が

多
く

な
る

た
め

発
生

し
た

と
思

わ
れ

る
。

  

A
2
側
よ
り
約

10
m

位
置
の
舗
装
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
。
長
さ

65
cm

x
幅

45
cm

x
深
さ

8c
m

程
度
。
均
し
コ
ン

ク
リ
ー
ト
上
面
も
損
傷
し
て
金
網
鉄
筋
も
一
部
露
出
し
て
い

る
。
周
辺
部
へ
の
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。
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A
2
側
よ
り
約

16
m

位
置
の
舗
装
ク
ラ
ッ
ク
。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
へ
の
進
展
と
周
辺
部

へ
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

 

支
間
中
央
部
に
で
き
た
橋
軸
直
角
方
向
舗
装

ク
ラ
ッ
ク
。

 

ク
ラ
ッ
ク
幅
は
、

4m
m

で
今
後
進
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。

 

 

ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
よ
り
見
た
側
面

G
1
桁
側
。
左
側
が
上
流
。
左
側
の

A
2
橋
台
は
手

前
の
巨
岩
配
置
で
守
ら
れ
て
い
る
。
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A
2
橋
台
右
側
ウ
ィ
ン
グ
の
ク
ラ
ッ
ク
。
コ
ー
キ
ン
グ
補
修
が
望
ま
し
い
。
 

 

A
2
橋
台
を
望
む
。

5
主
桁
橋
。

A
2
側
が

Fi
x
で
鋼
板
プ
レ
ー
ト
支
承
が
適
用
さ
れ

て
い
る
。

 

 
間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
に
遊
離
石
灰
が
見
ら
れ
ず
健
全
な
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。

  

A
2
橋
台

G
4
桁
と

G
5
桁
間
に
土
砂
が

堆
積

し
て
い
る
の
で

清
掃
が
必
要

。



 

 

B1-29 

                         

A
1
橋
台
上
ロ
ッ
カ
ー
支
承
は
健
全
な
状
態
を

維
持
し
て
い
る
が
、
鋼
材
が
腐
食
し

て
い
る
の
で
塗
装
が
望
ま
し
い
。

 

 
A

1
橋

台
側

G
5

桁
に

水
平

方
向

に
ク

ラ
ッ

ク
が

生
じ

て
い

る
。

ク
ラ

ッ
ク

幅

0.
8m

m
と

比
較
的
大

き
い
。
プ

レ
ス
ト
レ

ス
の
ア

ン
バ
ラ
ン

ス
に
よ
り

生
じ
た

も

の
で
あ
る
が
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
充
填
補
修

が
望

ま
し
い
。

 
 

G
1
桁
 

A
2
側
よ
り

3
ブ
ロ
ッ
ク
目
の
ス
ラ
ブ
端
部
に
発
生
し
た
ス
ポ
ー
リ
ン
グ

（
20

cm
x1

5c
m

x1
0c

m
）

 

 

G
1
桁
 

A
2
側
よ
り

2
ブ
ロ
ッ
ク
目
の
ス
ラ
ブ
下
面
に
発
生
し
た
ス
ポ
ー
リ
ン
グ

（
20

cm
x2

0c
m

x1
0c

m
）
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A
1

橋
台

付
近

G
5

桁
シ

ュ
ミ

ッ
ト

ハ
ン

マ
ー

に
よ

る
強

度
確

認
を

実
施

し
た

。

47
.7

M
P

a
と

P
C
桁
と
し
て
十
分
な
強
度
を
有
し
て
い
る
。

 

A
1
橋
台

 

 

A
2
橋
台
で
の
シ
ュ
ミ

ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
結
果
。

31
.7

M
pa

で
十
分
な
強
度
を

示
し
た
。

 

 

A
1
側
右
側
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
車
両
衝
突
に
よ
る
損
傷
。

S
字
カ
ー
ブ
の
た
め
ぶ
つ

か
り
や
す
い
位
置
と

思
わ
れ
る

。



 

 

B1-31 

 

点
検

者
名

3
月
/
　

1
9
　
日

/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
□

可
■

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)

(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

伸
縮

装
置

の
上

の
舗

装
に

ク
ラ

ッ
ク

が
入

っ
て

い
る

 
 

 
＊

　
洪

水
時

の
岩

や
石

に
よ

る
摩

耗
が

A
2
橋

台
側

ウ
ィ

ン
グ

に
見

ら
れ

る
。

＊
　

舗
装

に
大

き
な

ポ
ッ

ト
ホ

ー
ル

が
３

箇
所

に
発

生
し

て
い

る
。

＊
　

均
し

コ
ン

ク
リ

ー
ト

上
面

も
損

傷
し

て
金

網
鉄

筋
も

一
部

露
出

し
て

い
る

。
　

□
鉄

筋
露

出
＊

　
右

側
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

車
両

衝
突

に
よ

る
損

傷
。

＊
　

橋
台

側
G
5
桁

に
水

平
方

向
に

ク
ラ

ッ
ク

が
生

じ
て

い
る

。
□

剥
落

□
O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

＊
　

A
2
橋

台
右

側
ウ

ィ
ン

グ
の

ク
ラ

ッ
ク

。
＊

　
Ａ

２
側

ブ
ロ

ッ
ク

の
損

傷
あ

り
。

□
変

形
/
座

屈

□
異

常
振

動
Б
иш

ке
к

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

 ポ
ッ

ト
ホ

ー
ル

の
大

体
の

サ
イ

ズ
: 

■
H
o
n
e
y
c
o
m
b

  
  

1
: 
h
=

4
7
0
, 
w

=
6
7
0
, 
d
=

8
0

□
鉄

筋
露

出
  

  
2
: 
h
=

9
2
0
, 
w

=
4
1
0
, 
d
=

6
0

□
断

面
欠

損
■

漏
水

  
  

3
: 
ク

ラ
ッ

ク
が

大
き

く
な

っ
て

来
て

い
る

■
鋼

製
□

ゴ
ム

製
■

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製

□
機

能
し

て
い

な
い

□
腐

食

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

3
2

.4
0

0
　

　
C

  
 8

5
ク

ラ
ッ

ク

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷
伸

縮
装

置

 

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
2
1
0

□
変

位
地

覆

□
回

転

□
傾

斜

■
ハ

ニ
カ

ム
□

沈
下

■
鉄

筋
露

出
□

高
さ

の
目

違
い

　

結
果

：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小
＊

　
h
=
長

さ
、

w
=
幅

、
d
=
深

さ

橋
梁

名

■
剥

落

□
剥

落

■
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

■
剥

落

■
漏

水

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
■

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
道

幅
員

＝
　

　
　

(
1
0
.
0
6
　

)
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/
橋

長
又

は
支

間
長

＝
(
　

3
2
.
4
　

)
m

St
a.

 K
m

+
26

4+
30

0 　
 
N
o
.
4
 
C
h
y
c
h
k
a
n
 
r
v

完
成

年
(y

y 　
1
9
6
4
）

□
腐

食

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

法
面

保
護

工

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

■
ひ

び
割

れ

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
漏

水

支
承

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
1
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

1
0
.
4
8
　

　
)
m

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
■

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

10.060

400

2
 

3
１
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*

*

G
3

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

。
（

20
cm

x1
5c

m
x1

0c
m
）

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

。

P
C

5本
主

桁

橋
梁

名
C

hy
ch

ka
n 

ri
ve

r
km

+
m

26
4+

30
0

B
is

hk
ek

N
o.

4

S
pa

n 
=

 3
2.

57
 m

L
en

gt
h 

=
 3

2.
4 

m

P
ag

e
1

1,
2,

3
D

ef
ec

t 
=

ス
ポ

ー
リ
ン

グ
（
剥

落
）

G
 N

o.
　

=
S

pa
n

3
2
.4

m

1350 1350

S
pa

n 
=

 3
2.

57
 m

L
en

gt
h 

=
 3

2.
4 

m

610 13501350 1350

G
2

610

G
1

1350610

S
pa

n 
=

 3
2.

57
 m

L
en

gt
h 

=
 3

2.
4 

m
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** 
桁

の
上

部
の

厚
さ

17
0ｍ

ｍ

水
平

方
向

に
ク

ラ
ッ

ク

N
o.

4
橋

梁
名

ク
ラ

ッ
ク

P
ag

e
2

26
4+

30
0

S
pa

n 
=

32
.5

7
3
2
.4

m
G

 N
o.

　
=

610 1350

S
pa

n 
=

 3
2.

4 
m

L
en

gt
h
 =

 3
2.

5 
m

B
is

hk
e
k

1350

km
+

m

1350

C
hy

ch
ka

n 
ri

ve
r

S
pa

n 
=

 3
2.

4 
m

L
en

gt
h 

=
 3

2.
5 

m

4,
5

D
ef

ec
t 

=

1350

G
4

610 1350 1350

G
5

610

S
pa

n 
=

 3
2.

4 
m

L
en

gt
h 

=
 3

2.
5 

m
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 G5主桁 横桁 A2橋台 橋脚

水平(H) 下向き(V)

h 　 h 　

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 56 38
2 53 37
3 56 34
4 55 47
5 52 40
6 50 34
7 56 36
8 43 32
9 55 47

10 51 38
11 53 42
12 54 41
13 44 46
14 50 41
15 48 40
16 54 40
17 56 38
18 44 36
19 54 40
20 48 34

平均R 51.6 0 39.05 0
　F = 47.7 31.7

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No 4 Chychkan River STA. No.264+300
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N
O

.5
 

B
al

a-
C

hi
ch

ka
n 

橋
 
（

27
6k

+
90

0）
 

                        

支
間
長

15
m
、
幅
員

10
m

歩
道

1m
x2

の
R

C
 7

本
主
桁
橋
で
建
造
は

20
01

年
で

あ
る
。

 

ト
ク
ト
グ
ル
側
か
ら
ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
を
望
む

遠
景

 

ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
か
ら
ト
ク
ト
グ
ル
側
を
望
む

 

 

ア
プ
ロ
ー
チ
部
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
事
故
に
よ
る
損
傷
状
況
（
左
側
）

 

 

ア
プ
ロ
ー
チ
部
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
事
故
に
よ
る
損
傷
状
況
（
右
側
）
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ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
生
じ
た
ク
ラ
ッ
ク
。
橋
台
と
橋
桁
の
遊
間
部
の
ク
ラ
ッ
ク
が

右
側
で
左
側
の
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
は
ア
プ
ロ

ー
チ
ス
ラ
ブ
前
縁
端
部
と
思
わ
れ
る
。

A
1
部
、

A
2
部
共
通

 

7
本
主
桁

T
桁
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
で
支
間
長

15
m
、
幅
員

10
m

歩
道

1m
x2

 

上
流
側
よ
り
橋
梁
を
望
む
（
右
手
が
ビ
シ
ュ
ケ
ク
）

 

 

上
流

側
河

川
流

状
況

 
人

の
頭

よ
り

大
き

な
石

が
比

較
的

多
く

雪
解

け
水

が
増

え

る
と
流
速
が
早
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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下
流
側
河
川
流
状
況

 

A
1

橋
台

 
橋

台
と

ウ
ィ

ン
グ

は
平

行
に

建
造

さ
れ

ス
ロ

ー
プ

は
側

面
の

み
に

あ

る
。

 

 

ウ
ィ
ン
グ
の
高
さ
は
お
よ
そ

3.
2m

で
壁
厚

50
cm

と
な
っ
て
い
る
。

 

 

ウ
ィ

ン
グ

の
背

面
裏

込
め

土
が

流
失

し
て

お
り

リ
ッ

プ
ラ

ッ
プ

等
に

よ
る

保
護

が

望
ま
し
い

。
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A
2
橋
台

 

G
7
桁
に
発
生
し
た
遊
離
石
灰
分
、
両
サ
イ
ド
に
発
生
し
て
お
り

T
桁
上
面
に
ク
ラ

ッ
ク
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

 

G
6
桁
下
フ
ラ
ン
ジ
に

パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
跡
が
見
ら
れ
る
。
建
設
が

20
01

年
以
降
と

考
え
ら
れ
る
の
で
完

成
後
に
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

 

G
5
桁
と

G
6
桁
間
の

間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
に
遊
離
石
灰
が
少
し
見
ら
れ
漏
水
の

発
生
が
疑
わ
れ
る
。
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A
2
側
 

G
1
桁
と

G
2
桁
間
の
間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
に
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
不
足

に
よ
る
ハ
ニ
カ
ム
が
見
ら
れ
る
。
鉄
筋
も
一
部
露
出
し
て
お
り
パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
が

望
ま
し
い
。（

40
cm

ｘ
10

0ｃ
ｍ
ｘ

5ｃ
ｍ
）

 

橋
台
と
桁
遊
間
に
は
木
切
れ
が
挟
ま
っ
て
い

る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
時
の
養
生
に

使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
遊
間
は
約

5ｃ
ｍ
。
舗
装
上
面
に
は
ク
ラ
ッ
ク
が
進

展
し
て
き
て
い
る
。

 

主
桁
と
橋
台
の
遊
間
は
、
約

5ｃ
ｍ
で
あ
る
。

 

 
G

7
桁
の

A
1
橋
台
側

に
せ
ん
断
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
し
て
い
た
。
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ク
ラ
ッ
ク
幅
は

0.
6m

m
 >

 0
.3

m
m

と
比
較
的
大
き
く
樹
脂
注
入
に
よ
り
補
修
の
必

要
性
が
あ
る
。

 

A
2
橋
台
に
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
を
確
認
す
る
た
め
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
を

用
い
て
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
７

M
P

a
の
強
度
で
申
し
分
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
。
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点
検

者
名

3
月

/
　

1
9
　

日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
□

可
■

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)
(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

両
サ

イ
ド

損
傷

あ
り

。
 

 
 

＊
　

ア
プ

ロ
ー

チ
部

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

の
事

故
に

よ
る

損
傷

。
（

右
左

側
）

＊
　

伸
縮

装
置

の
舗

装
に

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

て
い

る
。

＊
　

Ｇ
５

の
主

桁
に

ク
ラ

ッ
ク

が
入

っ
て

い
る

。

□
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

□
変

形
/
座

屈

□
異

常
振

動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

■
H
o
n
e
y
c
o
m
b

ビ
シ

ケ
ク

■
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

ク
ラ

ッ
ク

■
鋼

製
　

□
ゴ

ム
製

□
機

能
し

て
い

な
い

■
腐

食

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

1
5
.1

0
0

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷

 
伸

縮
装

置

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
2
0
0

5
0
0

5
0
0

□
変

位
地

覆

Ａ
２

Ｒ
Ｗ

А
1
Ｒ

Ｗ
　

□
回

転

□
鉄

筋
腐

食
□

傾
斜

□
鉄

筋
腐

食
□

沈
下

□
断

面
欠

損
□

高
さ

の
目

違
い

　

2
3
0

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

橋
梁

名

■
剥

落
■

ハ
ニ

カ
ム

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

■
剥

落

■
漏

水

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
道

幅
員

＝
　

　
　

(
1
0
.
0
5
　

)
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/
橋

長
又

は
支

間
長

＝
(
　

1
5
.
1
　

)
m

S
ta

. K
m

+
2

7
6

+
9

0
0
 
N
o
.
5
 
C
h
y
c
h
k
a
n
 
r
v

完
成

年
(y

y　
2
0
0
1
）

□
腐

食

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

法
面

保
護

工

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

■
ひ

び
割

れ

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
漏

水

支
承

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
2
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

1
2
.
7
7
　

)
m

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

10.050 1000900

300

3200

3800
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*
A

2側
　

G
1桁

と
G

2桁
間

の
間

詰
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
部

に

ヴ
ァ

イ
ブ

レ
ー

タ
不

足
に

よ
る

ハ
ニ

カ
ム

が
見

ら
れ

る
。

*
ク

ラ
ッ

ク

*
Ｇ

４
と

Ｇ
５

の
間

に
発

生
し

た
ハ

ニ
カ

ム

R
C

桁
7本

桁

B
is

hk
ek

N
o.

5
G

 N
o.

　
=

S
pa

n
1
5
m

橋
梁

名
B

al
a-

C
hy

ch
ka

n
km

+
m

27
6+

90
0

700

S
pa

n 
=

 1
5.

1m
L

en
gt

h 
=

 1
5 

m

P
ag

e
1

1,
2,

3
D

ef
ec

t 
=

ハ
ニ

カ
ム

及
び

ク
ラ

ッ
ク

700

S
pa

n 
=

 1
5.

1m
L

en
gt

h 
=

 1
5 

m

700

G
3

170700 700

G
2

170

G
1

L
en

gt
h 

=
 1

5 
m

S
pa

n 
=

 1
5.

1m

700170
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*
補

修
跡

あ
り

。

6 
m

*
補

修
跡

あ
り

。

3 
m

*
遊

離
石

灰
あ

り
。

*
配

水
管

な
し

* 
  

  
歩

道
部

の
下

部
に

ハ
ニ

カ
ム

が
あ

り
。

8m
5m

2.
5m

D
ef

ec
t 

=
5

橋
梁
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁 横桁 A2橋台 橋脚

水平(H) 下向き(V)

　 h 　

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 55
2 54
3 54
4 52
5 52
6 52
7 50
8 52
9 54

10 48
11 46
12 46
13 51
14 47
15 46
16 50
17 50
18 50
19 48
20 48

平均R 0 0 50.25 0
　F =   46  

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No5 Bala-Chichkan br. STA. No.276+900
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